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鉄道工事桁における単純桁から連続桁への構造変更に伴う対策と計測結果 
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1. はじめに 

鉄道を横断する道路等の構造物を開削工法で施工する場合は，鉄道を受けるために工事桁を設けて施工す

る場合が一般的である．しかしながら，鉄道工事においては，やむを得ず工事桁の支承位置の変更や桁構造

の変更を実施することが少なくない．本工事においても道路幅員が 27ｍと広く，２連の単純桁を採用してい

るが．工事途中に支点 6 個所の連続桁に構造変更することになっている．その結果，桁の応力作用状態が変

化し安全であった部位が不安全になってしまうことが懸念された． 

そこで，筆者らは，構造変更に伴う桁の安全性を確認するために連行荷重による FRAME 解析を実施し，そ

の結果を確認するために，サ－モグラフィ－を用いた応力測定システムによる計測とデジタルビデオカメラ

を用いる変位計測を実施している．これらの結果について報告するものである． 

2. 工事桁の構造変更の内容 

本工事の工事桁は，当初，支点①

と③，④と⑥で支持される 2 連の単

純桁である．しかし，工事の途中で

支点③，④を支持するかんざし桁の

撤去が必要であり，その前段階とし

て，2 連の工事桁の連結部を添接板で繋ぎ，図-1 のように支点 6 箇所の連続桁となる計画である． 

3. 解析結果と対策 

 解析の結果，2 連の工事桁を連結部で繋い

だことにより支点③～④の桁連結部の添接板

にせん断力 417.277kN，支点③・④に負反力

539.216kN が得られている．添接板に作用す

るせん段力に対しては，設計当初の添接板で

応力的に問題がないことを確認しているが，

支点④の負反力に関しては，その荷重に耐え

うる補強鋼材によりかんざし桁に抑え込む対

策（図-2，3 参照）を実施する．また，添接板の設置と支承の補強は一晩で施工する必要があり，時間の制

約上添接板の本締めは次の日に実施する計画となっている．そのため，解析における連結部はヒンジとして

考えているため，曲げモーメントは発生していない． 

4. 計測結果 

4-1. 計測手法 

4-1-1. デジタルビデオカメラを用いた変位計測方法 1） 

本計測に用いるデジタルビデオカメラは以下の仕様とする． 

動画画素数：1920×1080pixel（X×Y 方向）撮影画数：60（枚／秒） 

ターゲット：測量機器の反射板（写真-1） 

デジタルビデオカメラは周辺の地盤振動の影響が少ない箇所に設置し，対象工事桁の連結部を中心にター

ゲットを貼り付けて撮影を行う． 

キーワード：デジタルビデオカメラ，サ－モグラフィ－，変位計測，応力測定
連絡先：阪急設計ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱ 都市土木部 大阪市北区芝田 1-4-8 Tel 06-6359-2756  Fax06-6359-2762 

図-1 工事桁・側面図 

図-2 負反力対策・平面図 図-3 負反力対策・側面図 

写真-1 タ－ゲット
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4-1-2- サ－モグラフィ－を用いた応力測定方法 

 構造物の応力変動が生じる場合には，温度が発生することが

知られており，その温度変化を捉えることができれば応力の変

化を計測することが可能である．この方法であれば，ひずみゲ

ージのようにポイントでの計測ではなく，撮影範囲のどこでも

応力の変動を計測することができる．そこで，今回は添接板に

対するせん断力の変化を捉えるために，写真-2 に示す範囲を撮

影対象とする． 

4.2. 変位計測結果 

 図-5 は，A 桁の注目点の時系列応答変位を示しており，以下

のことが確認できる． 

・列車の輪荷重が桁に載荷されることにより，桁中央部（支点

①と②の中間）のたわみが計測されているが，支点部と連結部

の変位は，支点をかんざし桁に拘束しているため，浮き上がり

は発生していない． 

・支点部と連結部のたわみはほぼ同じ挙動を示していることか

ら，連結部（支点から連結部までの張出し）だけのたわみはほ

ぼ発生していない．これは，張出量が非常に小さいこととレールを介して荷重が作用しているため，張出部

でのたわみは発生しにくいと考えられる． 

4.3. 応力測定結果 

 図-6 に赤外線サ－モグラフィ－による応力測定結果を示す．測点④上端ボルト近傍にて輪荷重の載荷除荷

ごとに変化していることが確認できる．今回，作用力の絶対値を算出する目的で応力聴診器を設置している

が，設置位置付近での応力変化が少なくキャリブレーションができていない． 

5. 考察 

本業務では，単純桁を連続桁に変更するという桁の構造変更に伴う解析と対策及びその計測を実施してい

る．計測の結果から，支点や添接部の変位も小さく，添接板に作用する応力の変化も小さく抑えることがで

きていることは，今回実施している支点の変位抑制とボルトの仮締めのみという対策が有効に機能している

と考えられる． 

6. 課題 

本業務で用いたサ－モグラフィ－による応力測定方法は，作用応力の変動を計測することは可能と判断で

きるが，作用応力の絶対値についてはキャリブレーションを実施するための何らかの計測法も併用する必要

であることが分かった． 
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写真-2 測定対象物と応力聴診器取付状況 

図-6 赤外線サ－モグラフィ－による応力測定結果

図-5 時系列応答変位
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